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第２学年 算数科学習指導案 

児 童 男８名 女１２名 計２０名 

指導者 新沼 美恵   

（学習サポート 吉田 朱希） 

 

１ 単元名（教材名）  

  かけ算（２）九九をつくろう（東京書籍 ２年下）  

 

２ 単元について 

（１） 教材について 

  本単元は、学習指導要領第２学年の内容「A 数と計算」の（３）「乗法の意味について理解し、

それを用いることができるようにする。」を受けての内容である。  

前単元では、乗法が用いられる場面を通して、乗法の意味を理解し、５、２、３、４の段の

九九の構成を学習してきた。本単元では、①「乗数が１増えると積は被乗数分増える」という

乗法の性質、②「被乗数と乗数を入れ替えても積は変わらない」という乗法の交換法則、③分

配法則などを活用して九九を構成していくことをねらいとしている。  

 

（２） 児童について 

  本学級は、課題に意欲的に取り組み、自分の考えを進んで発表しようとする児童が多い。し

かし、相手意識をもって自分の考えを伝えようとする力は十分に身に付いているとは言えない。

そのため、学び合いの活動の中で、自分の考えを他者に伝えたり、友だちの考えを読み取って

説明したりする活動を取り入れることで、相手意識をもちながら自分の考えを伝えることに取

り組んできた。また、１０を越えるたし算では、素早く答えを導き出せない児童もいるため、

毎日の家庭学習で、計算カードを活用した計算練習を積み重ねてきている。  

  レディネステストの結果では、５のまとまりで数えたり、１０とび、５とび、２とびで数え

たりする既習の問題は良くできていた。未習のかけ算の問題では、式に表して答えを求めるこ

とができた児童は４名で、２×４＝８を２＋２＋２＋２＝８と表した児童も３名いた。  

 

（３） 指導にあたって  

  本単元では、前単元に続いて、乗法が用いられる場面を通して、乗法の意味について理解さ

せ、この意味に基づいて乗法九九を構成したり、その過程で乗法九九について成り立つ性質に

着目したりするなどして、乗法九九を身に付ける学習をする。既習の九九を見直し、これまで

に発見した乗法の性質やきまりを活用しながら、児童自身が自分の考えた方法で構成していけ

るようにしていく。 

  また、九九を一通り構成し、覚えたあとで、倍の意味理解を深める学習や、九九表からきま

りを見つけてまとめ、さらに見つけたきまりを使って簡単な場合の２位数と１位数の乗法の仕

方を考えさせる学習に取り組ませる。そして、乗法九九を総合的に活用していろいろな問題を

解決させる。 

  研究に関わっては、深める場面で既習を活かして、図や言葉を使って他者に説明する活動を

行っていく。その際、友だちの考えに付け足したり、効率の良い方法はないか考えさせたりし

ながら学び合っていく（リレートーク）。さらに、学び合いで深まった考えを隣の友だちに伝え

る場（ペアトーク）を設定し、相手意識をもちながら説明することで、理解をさらに確かなも

のにしていきたい。板書には、児童から出された考えを整理し、吹き出しで囲んだりチョーク

の色を工夫して示したりすることで、ペアトークやまとめなどに活かしていけるようにする。  
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３ 単元の目標 

   乗法の意味について理解を深め、それを用いることができるようにする。  

【関心・意欲・態度】乗法について成り立つ性質やきまりを用いることのよさに気づき、乗法九

九の構成や計算の仕方を考えることに活用しようとする。  

【数学的な考え方】   乗法について成り立つ性質やきまりを用いて、乗法九九の構成の仕方を考

え工夫し、表現することができる。  

【技能】         乗法九九（６、７、８、９、１の段）を構成し確実に唱えることができる。  

【知識・理解】     乗法九九について知り、乗法に関して成り立つ性質の理解を確実にする。  

 

４ 指導計画・評価計画（全１７時間）  

時  目   標  学 習 活 動  おもな評価規準  

①  ６のだん、７のだんの九九（６時間）  

１  ○６の段の九九の構成の仕

方を理解する。  

・６の段の九九の構成の仕方について考える。 

・累加や乗数と積の関係など既習の考えを活

用して、６の段の九九を構成する。  

【考】乗法について成り立つ

性質やきまりを用いて、

６の段の九九の構成の仕

方を考え、説明している。 

 

２  ○６の段の九九を確実に唱

え、適用することができ

る。  

・６の段の九九を唱え、カードなどを使って

練習する。  

・６の段の九九を見直し、九九表やアレイ図

などを基にして、交換法則や分配法則が成

り立っていることを確認する。  

【考】６の段の九九を見直す

ことを通して、乗法につ

いて成り立つ性質やきま

りを考え、説明している。 

【技】６の段の九九を確実に

唱えることができ、それ

を用いて問題を解決する

ことができる。  

３  ・６の段の九九を用いて問題を解決する。  

４  

本

時  

○７の段の九九の構成の仕

方を理解する。  

・７の段の九九の構成の仕方について考える。 

・累加や積と乗数の関係に加え、交換法則な

ど既習の考えを活用して、７の段の九九を

構成する。  

【考】乗法について成り立つ

性質やきまりを用いて、

７の段の九九の構成の仕

方を考え、説明している。 

 

５  ○７の段の九九を確実に唱

え、適用することができ

る。  

・７の段の九九を唱え、カードなどを使って

練習する。  

・７の段の九九を見直し、九九表やアレイ図

を基にして、交換法則や分配法則が成り立

っていることを確認する。  

【考】７の段の九九を見直す

ことを通して、乗法につ

いて成り立つ性質やきま

りを考え、説明している。 

【技】７の段の九九を確実に

唱えることができ、それ

を用いて問題を解決する

ことができる。  

６  ・７の段の九九を用いて問題を解決する。  

② ８のだん、９のだん、１のだんの九九（５時間）  

７  ○８の段の九九の構成の仕

方を理解する。  

・８の段の九九の構成の仕方について考える。 

・既習の性質やきまりを活用して、いろいろ

な方法で８の段の九九を構成する。  

【考】乗法について成り立つ

性質やきまりを用いて、

８の段の九九の構成の仕

方を考え、説明している。 

８  ○８の段の九九を確実に唱

え、適用することができ

る。  

・８の段の九九を唱えたり、カードを用いた

りして練習をする。  

・８の段の九九を用いて問題を解決する。  

【技】８の段の九九を確実に

唱えることができ、それ

を用いて問題を解決する

ことができる。  
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９  ○９の段の九九の構成の仕

方を理解する。  

・９の段の九九の構成の仕方について考える。 

・既習の性質やきまりを活用して、いろいろ

な方法で９の段の九九を構成する。  

【考】乗法について成り立つ

性質やきまりを用いて、

９の段の九九の構成の仕

方を考え、説明している。 

10 ○９の段の九九を確実に唱

え、適用することができ

る。  

・９の段の九九を唱えたり、カードを用いた

りして練習をする。  

・９の段の九九を用いて問題を解決する。  

【技】９の段の九九を確実に

唱えることができ、それ

を用いて問題を解決する

ことができる。  

11 ○１の段の九九を構成し、

乗法の意味の理解を確実

にする。  

・場面をとらえ、１×６の式から乗法の意味

を確かめる。  

・１の段の九九を唱える。  

【知】１の段の九九を構成す

ることを通して、乗法の

意味を理解している。  

○九九を、答えの大きい方

から唱えたり、途中から

唱えたり、交互に唱えた

りする活動を通して、九

九の習熟・定着を図る。  

・九九を、答えの大きい方から唱えたり、途

中から唱えたり、交互に唱えたりする活動

に取り組む。  

・「算数のおはなし」を読み、九九の由来につ

いて関心をもつ。  

【関】学習内容を適切に活用

して、活動に取り組もう

としている。  

【技】九九を確実に唱えるこ

とができる。  

 

③  ばいとかけ算（１時間）  

12 ○２㎝の３倍の長さを求め

たり、図を見て基準量の

何 倍 か を 考 え た り し 、

「倍」についての理解を

深める。  

・２㎝の３倍の長さを乗法を使って求める。  

・ア、イのテープの図を見て、イのテープは

アのテープの何倍かを考える。  

【考】図を見て、比較量が基

準量の何倍になるかを考

え、説明している。  

④  九九のひょうときまり（２時間）  

13 ○九九表からきまりを見つ

ける活動を通して、乗数

と積の関係や、乗法の交

換法則についての理解を

深める。  

・九九表を見て、これまで九九の構成で用い

た乗数と積の関係や、乗法の交換法則を確

認する。  

・みほの吹き出しを読み、分配法則について

調べる。  

【関】各段の九九を構成する

ときに用いた乗数と積の

関係や、乗法の交換法則

を、乗法の性質やきまり

としてまとめようとして

いる。  

14 ○乗法の性質やきまりを用

いて、簡単な場合の２位

数と１位数の乗法の答え

の求め方を理解する。  

・九九表を基に、学習してきた性質やきまり

を用いて、被乗数が２位数の乗法について

答えの求め方を考える。  

【考】乗数と積の関係や乗法

の交換法則を用いて、簡

単な場合の２位数と１位

数の乗法の答えの求め方

を考え、説明している。  

⑤  もんだい（１時間）  

15 ○乗法九九を総合的に活用

して、問題を解決するこ

とを通して、九九の理解

を深める。  

・チョコレートの数のいろいろな求め方を、

図を基に考える。  

・それぞれの考えを発表し、検討する。  

【考】ものの数の求め方を、

乗法を用いて解決できる

ように工夫して考え、図

などを使って説明してい

る。  

まとめ（２時間）  

16 ○学習内容を適用して問題

を解決する。  

・「力をつけるもんだい」に取り組む。  【技】学習内容を適用して、

問題を解決することがで

きる。  

17 ○学習内容の定着を確認

し、理解を確実にする。  

・「しあげ」に取り組む。  【知】基本的な学習内容を身

につけている。  
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５ 本時の指導 

（１） 目標 

   ７の段の九九の構成の仕方を理解する。  

 

（２）本時の評価規準  

観  点 具体の評価規準  指導の手立て  

数学的な考え方  ・乗法について成り立つ性質やきまり

をもとにして，７の段の九九の構成

の仕方を説明している。  

・既習した６の段の九九を見直した際

に、気づいたきまりを用いて考えさ

せ、必要に応じてアレイ図を使って

根拠を明らかにする。  

 

（３）研究に関わる本時の手立て  

  本時は、どのように工夫して７の段の九九を作ったのか、既習のきまりを用いて説明させる。

一人の児童が説明したものを、別の児童が繰り返し説明したり、説明の続きを別の児童がつな

げて発表したりしながら学び合い（リレートーク）をさせていく。適用問題では、学習した内

容を振り返らせながら、どのようにして求めたのか、自分の考えを隣の友だちに伝える（ペア

トーク）ことで、理解をさらに確かなものにしていく。板書には、児童から出された考えを吹

き出しで囲んだりチョークの色を工夫して示したりすることで、ペアトークやまとめなどに活

かしていけるようにする。  

 

（４）展開  

段  

階  

 学 習 活 動 ・指導上の手立て  ◎評価の観点  

つ

か

む  

５  

分  

１ 問題を把握する。  

・絵の中の旗を見て、どんな場面か捉える。  

 

２ 学習課題を設定する。  

 

・絵の中の旗を使い、１段目、２段目･･･

と、７㎝ずつ長くなっていることに気

づかせ、問題解決のための見通しをも

たせる。 

 

 

 

 

 

 

深  

 

め   

 

る  

 

 

25 

分  

３ 解決の見通しをもつ。  

・どのような方法で７の段を作ればよいか、既習

をもとに見通しをもつ。  

 

４ 自力解決をする。  

 ・７×１から７×９までの答えを書く。  

 ・どの方法で求めたのか、自分の考えを書く。  

 

５ 学び合いをする。  

 ・考えを発表し合い、友だちの考えを読み取り説

明する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・６の段のきまりを想起させて７の段を

作ることができないか考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前たす作せん） 

７×１＝７ ７×２＝７＋７で１４  

  ７×３＝１４＋７で２１  

･･･７×９＝５６＋７で６３  

（たすたす作せん） 

７×１＝７ ７×２＝７＋７で１４  

７×３＝７＋７＋７で２１  

･･･７×９＝７＋７＋７＋７＋７＋７＋７＋  

     ７＋７で６３  

７のだんの九九をくふうしてつくろう。  

学び合いの手立て（リレートーク） 

・「かける数が１ふえると、こたえ

は７ふえる。」や「７ずつたして

いく。」ということを、根拠とし

て話すようにさせる。  
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ま  

 

と  

 

め  

 

る  

 

 

15 

分  

６ 本時の学習をまとめる。  

  

 

 

７ 適用問題を解く。  

 ・７×９の求め方を隣の友だちと説明し合う。  

 

 

 

 

 

 

 

 ・九九表に７の段の九九の答えを書く。  

 

８ 学習感想を書く。  

【視点】 

・分かったことや気付いたこと、友だちから学ん

だことなど。 

 

・今日の学習でどんなことが分かったか  

を、板書を基にして本時の学習を振り

返る。 

 

・学習したことを活かして適用問題に取

り組む。 

 

 

 

 

◎【考】既習の考えを用いて７の段九九  

の構成の仕方を説明している。  

＜観察・発言＞  

 

 

 

 

・本時を振り返り、次時につなげられる

ようにする。  

 

（５）板書計画  

11/15 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７のだんの九九も、６のだんまでにつかった  

きまりをつかってつくることができる。  

７のだんの九九をくふうし

てつくろう。 

７×１＝７ 

   ↓  ７ふえる  

 ７×２＝１４･･･７＋７  

   ↓  ７ふえる  

 ７×３＝２１･･･14＋７  

   ↓  ７ふえる  

 ７×４＝２８･･･21＋７  

   ↓  ７ふえる  

 ７×５＝３５･･･28＋７  

   ↓  ７ふえる  

 ７×６＝４２･･･35＋７  

   ↓  ７ふえる  

 ７×７＝４９･･･42＋７  

   ↓  ７ふえる  

 ７×８＝５６･･･49＋７  

   ↓  ７ふえる  

 ７×９＝６３･･･56＋７  

７×１＝7 

７×２＝14･･･7＋7 

７×３＝21･･･7＋7＋7 

７×４＝28･･･7＋7＋7＋7 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

７×９＝63･･･7＋7＋7＋7＋ 

      7＋7＋7＋7＋7 

テープが７㎝ずつ増えて

いる図 

アレイ図 

【まとめ】  

７のだんの九九も、６のだん

までにつかったきまりをつ

かってつくることができる。 

前たす作せん  

たすたす作せん  

学び合いの手立て（ペアトーク） 

・前たす作せんの仕方を隣の友だち  

に説明する。  

 

 


